






Ⅰ.はじめに 

 本来,生理的な現象や営みには苦痛を訴えず,むしろ快感や爽快感すら伴うのが普通であ

るが,女性は妊娠中や分娩時さらに産褥期にも種々の愁訴を訴えることがある。これらのう

ち直接的に母児に障害を及ぼすことの少ないものをマイナー・トラブルとしているが,どの

程度のものまでをマイナーと考えるかについては必らずしも明確ではない様である。また

従来それらは生殖に伴なう避けがたい宿命的な愁訴として等閉視されてきた傾向にあり,

学問的な解明も乏しく母性保健上でも問題になることが少なかった。 

 ところで昨今は女性の社会的進出が目覚しく,男女平等雇用法の成立も相俟って就業女

性の数は年毎に増加しているのが現状で,妊娠中もひき続き就業を継続するのが一般的と

なっている。しかし日常臨床においてマイナー・トラブルの持続や増強により妊婦が就業

を障害されたり中断を余儀なくされることを経験しており，本問題は今後の母性保健の上

で無視できないものである。そこで今回われわれは勤労婦人主として公立学校の教諭を対

象として,妊娠中ならびに分娩後のマイナー・トラブルについてアンケート調査を行ったの

で報告する。 


